
平成２７年産 オウトウ加温ハウス防除暦 

北信農業改良普及センター・JA中野市営農センター 

散布日 散布時期 
散布薬剤名 

水 100ℓ 当り使用量 

10ａ当 

散布量

(ℓ ) 

収穫前 

使用時期 

使用 

回数 

対象病害虫 

（発生病害虫） 
注意事項 

／ 
＊ 特別 

散布 
スプレ－オイル         ３.３ℓ  ３００ 発芽前  ― カイガラムシ類 

・カイガラムシの発生枝に散布する。 

・スプレ－オイルに代えてハ－ベストオイル（発芽前）の

５０倍でもよい。 

／ 開花前 
フェニックスフロアブル   ５００mℓ  

（樹幹部及び主枝散布） 

５～ 

４０ 
開花期まで １回 コスカシバ ・樹幹部及び主枝に散布する。 

／ 開花直前 
サムコルフロアブル１０      ４０mℓ  

オーシャインフロアブル       ３３mℓ  
３５０ 

収穫前日 

収穫前日 

 

３回 

５回 

 

ハマキムシ類 

灰星病（花腐れ） 

・発芽前までに下草の除草を徹底しておく（アブラムシ･ハ

ダニ類の発生源の除去）。 

・ウメシロカイガラムシ(アブラムシ類)が発生する園では

バリアード顆粒水和剤（前日、2回）4,000倍を散布する。 

／ 落花期 
テルスターフロアブル        ２５mℓ  

ナリアＷＤＧ           ５０g 
４００ 

収穫前日 

収穫前日 

２回 

３回 

 

ショウジョウバエ類・ハダニ類 

灰星病・炭疽病・黒斑病・ 

褐色せん孔病・幼果菌核病 

＊訪花昆虫引き上げ後の散布。 

特にテルスタ－フロアブルは、訪花昆虫（ミツバチ）引き

上げ後に散布する。 

・カイガラムシ類幼虫が発生した場合は、アプロードフロ

アブル(収穫 7日前、2回)1500倍を散布する。収穫前日

数に注意する。 

・ショウジョウバエ類等による食害等がある場合は、バイ

スロイドEW(7日前、2回)4000倍を散布する。 

・褐色せん孔病の発生が多い園地ではアミスター１０フロ

アブル（前日、3回）1000倍を特別散布する。 

／ 特別散布 ベルクートフロアブル      ５０mℓ  ４００ 収穫７日前 ３回 灰星病 

／ 
肥大期 

（果実黄化前） 

オンリ－ワンフロアブル     ５０mℓ  

コテツフロアブル            ５０mℓ  
５００ 

収穫前日 

収穫 14日前 

３回 

２回 

灰星病・炭疽病 

ナミハダニ 

・コテツフロアブルに替えてアーデントフロアブル 2000倍

(収穫前日、3回)を散布してもよい。 

・ショウジョウバエ類（ハマキムシ類）の発生がある場合

はスカウトフロアブル（前日、2回）3000倍を散布する。 

／ 収穫直後 

スターマイトフロアブル     ５０mℓ  

キンセット水和剤 80       １００g 

スプラサイド水和剤        ６６g 

５００ 

収穫前日 

収穫終了後～落葉期 

収穫７日前 

 

１回 

３回 

３回 

 

 

ハダニ類 

せん孔病 

ウメシロカイガラムシ・ 

カメムシ類・（ケムシ類） 

・カイガラムシ類幼虫の発生園では、アプロードフロアブ

ル(収穫 7 日前、2回)1500 倍を枝幹部までタップリ散布

する。すでに使用した場合は使用回数に注意する。 

／ 
除覆10日後 

（６月中旬） 

オキシラン水和剤           １６６g 

ダイアジノン水和剤３４     １００g 
５００ 

収穫終了後～落葉期 

収穫 14日前 

３回 

２回 

せん孔病 

(ハマキムシ類)・アメリカシロ

ヒトリ・(カイガラムシ類) 

・これ以降、ナミハダニを増やさないために、下草を除草

する。 

／ ７月上旬 

コロマイト乳剤           １００mℓ  

トレノックスフロアブル    ２００mℓ  

アルバリン顆粒水溶剤      ５０g 

５００ 

収穫７日前 

収穫終了後～落葉期

収穫前日 

１回 

３回 

２回 

ハダニ類 

せん孔病  

カメムシ類・(スリップス類) 

・スリップス類の発生がある場合は、除草は定期的に実施

する。 

 

／ ７月下旬 
オキシラン水和剤          １６６g 

スプラサイド水和剤       ６６g 
５００ 

収穫終了後～落葉期 

収穫７日前 

３回 

３回 

 

褐色せん孔病 

ウメシロカイガラムシ 

カメムシ類・（ケムシ類） 

◎この回以降の防除は、葉の早期落葉を防ぐため必ず散布

する。 

・夏季後半にハダニ類の発生がある場合は、カネマイトフ

ロアブル1000倍（７日前、1回）を散布する。 

・樹体が弱い場合、スミチオン乳剤に替えてスミチオン水

和剤４０（21 日前、2 回）の８００倍を使用する（葉の

せん孔、落葉）。 

・コスカシバ多発園は、落葉後から発芽前にラビキラー乳

剤(落葉後～発芽前、１回)200倍を樹幹部及び主枝に散布

する。ＭＥＰ(スミチオン･ラビキラー等の成分)使用回数

に注意する。ラビキラー乳剤使用時はスミチオン１回ま

で。 

 ／ ８月上中旬 
トレノックスフロアブル    ２００mℓ  

ダニゲッターフロアブル     ５０mℓ  
５００ 

収穫終了後～落葉期 

収穫前日 

３回 

１回 

褐色せん孔病 

ハダニ類 

 ／ ９月上中旬 
トレノックスフロアブル    ２００mℓ  

スミチオン乳剤        １００mℓ  
５００ 

収穫終了後～落葉期 

収穫 21日前 

３回 

２回 

 

褐色せん孔病 

ハマキムシ類・アメリカシロヒ

トリ・（コスカシバ） 

殺ダニ剤は、抵抗性出現を防ぐために必ずローテーション散布する。同じ薬剤及び同一系統の薬剤は年 1回の使用とする。 

ダニサラバフロアブルとスターマイトフロアブルは作用点が同じため、同じ剤として考える。 

ハダニ類への効果の目安（現場における実態を基に作成） 

殺ダニ剤 
リンゴ 

ハダニ 

カンザワ 

ハダニ 

ナミ 

ハダニ 

活  性 効き方 

速効  遅効 

残効性 

短  長 

ボルドー液 

混用の可否 卵 幼虫 成虫 

カネマイトフロアブル ○ ○ △ ○ ○ △ 中 中 × 

コロマイト乳剤 ○ ○ ○ △ ○ ○ 速 中 ○ 

ダニサラバフロアブル 

スタ－マイトフロアブル 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

△ 

△ 

遅 

中 

中 

中 

× 

× 

コテツフロアブル － ○ ○ × ○ ○ 速 中 × 

オマイト水和剤 ○ ○ ○ △ △ △ 速 短 × 

ダニゲッターフロアブル ○ ○ ○ ○ ○ △ 遅 中 × 

ハウスサクランボ除草剤使用の目安（10a当り） 

除草剤名 一年生雑草 多年生雑草 液量 注意事項 

バスタ液剤 300～500mℓ  500～1,000mℓ  100～150ℓ  雑草生育期 ただし収穫前日まで、3回 発芽前と収穫後の散布とする。 

＊これ以外の除草剤は使用しない プリグロックスＬ（果樹類） 800～1,000mℓ  1,500～2,000mℓ  100～150ℓ  雑草生育期 ただし収穫前日まで、5回 
 


